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最終回

血
（
ふ
ら
つ
き
や
動
悸
・
息
切
れ
）、
高
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
（
の
ど
の
渇
き
、
多
尿
、

便
秘
、
食
欲
不
振
、
ぼ
ー
っ
と
す
る
）、

腎
不
全
（
尿
が
出
に
く
く
な
る
）、
骨
病
変

が
あ
り
ま
す
。

　

骨
病
変
で
は
、
骨
髄
腫
細
胞
が
骨
を
壊

す
こ
と
で
骨
の
痛
み
を
自
覚
し
た
り
骨
折

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
多
発
性
骨
髄
腫
で
は
正
常
な
抗
体
が

作
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
免
疫
力
の
低
下

が
起
こ
り
感
染
症
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
血
液
中
の
Ｍ
蛋
白
が

増
加
す
る
と
、
血
液
の
粘
り
気
が
強
く
な

る
「
過か

粘ね
ん

稠ち
ゅ
う

度ど

症
候
群
」を
引
き
起
こ
し
、

め
ま
い
や
頭
痛
、
視
覚
障
害
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
多
発
性
骨
髄
腫
に
特
異
的
な

症
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
症

状
を
自
覚
し
た
場
合
に
は
、
診
療
所
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
明
ら
か
な
自
覚
症
状
が
出
る
前
に
、

血
液
検
査
で
高
蛋
白
血
症
や
貧
血
・
高
カ

ル
シ
ウ
ム
血
症
を
指
摘
さ
れ
て
、
診
断
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

多
発
性
骨
髄
腫
の
診
断
に
は
、
血
液
検

査
、
画
像
検
査
、
骨
髄
検
査
が
必
要
で
す
。

誌上セミナー

　

血
液
の
細
胞
は
「
骨
髄
」で
作
ら
れ
ま

す
が
、
血
液
細
胞
の
中
の
「
形
質
細
胞
」

が
「
が
ん
化
」し
て
骨
髄
の
中
で
無
秩
序

に
増
殖
し
て
い
く
疾
患
が
、
多
発
性
骨
髄

腫
で
す
。
異
常
な
形
質
細
胞
（
＝
骨
髄
腫

細
胞
）が
血
液
中
に
出
現
す
る
と
形
質
細

胞
白
血
病
、
骨
髄
の
外
で
腫し

ゅ

瘤り
ゅ
うを
作
る
と

形
質
細
胞
腫
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
１
年
間
に
人
口
10
万
人
あ
た

り
６
人
（
男
性
６
・
６
人
、
女
性
５
・５
人
）

が
新
た
に
多
発
性
骨
髄
腫
と
診
断
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
で
診
断
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
高
齢
化
に
伴
い
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

形
質
細
胞
は
「
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
」を

産
生
す
る
細
胞
で
す
が
、「
が
ん
化
」し
た

形
質
細
胞
は
異
常
な
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
を

多
量
に
産
生
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
「
Ｍ
蛋た

ん

白ぱ
く

」と
呼
び
ま
す
（
図
1
）。

　

多
発
性
骨
髄
腫
は
、「
意
義
不
明
の
単

ク
ロ
ー
ン
性
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
血
症
」や

「
く
す
ぶ
り
型
多
発
性
骨
髄
腫
」と
い
う
、

所い
わ
ゆ
る謂「

前
が
ん
病
変
」を
経
て
発
症
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
態
は
、

血
液
中
に
Ｍ
蛋
白
は
認
め
ら
れ
る
が
症
状

が
な
い
状
態
で
あ
り
、
治
療
は
行
い
ま
せ

ん
。
一
定
の
確
率
で
、
多
発
性
骨
髄
腫
に

進
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
定
期
的

に
受
診
し
て
経
過
観
察
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

多
発
性
骨
髄
腫
を
含
む
「
血
液
の
が
ん
」

は
一
般
に
遺
伝
子
や
染
色
体
に
傷
が
つ
く

こ
と
で
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
遺
伝
子
や
染
色
体
に
傷
が
つ
く
原
因

と
し
て
特
定
の
化
学
物
質
の
暴
露
や
放
射

線
被
曝
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
多
く
の
場

合
は
原
因
不
明
で
あ
り
、
多
発
性
骨
髄
腫

発
症
の
原
因
は
ま
だ
完
全
に
は
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

多
発
性
骨
髄
腫
の
症
候
と
し
て
は
、
貧

次
回
は
「
皮
膚
が
ん
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

血
液
検
査
で
、
Ｍ
蛋
白
の
有
無
を
調
べ

る
ほ
か
、
貧
血
・
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
・
腎

不
全
な
ど
が
出
現
し
て
い
な
い
か
も
検
査

し
ま
す
。

　

画
像
検
査
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
・

Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
が
あ
り
、
多
発

性
骨
髄
腫
に
よ
る
骨
病
変
や
、
骨
の
外
に

腫
瘤
を
作
る「
髄
外
腫
瘤
」が
な
い
か
検
索

し
ま
す
。

　

骨
髄
検
査
で
は
、
骨
髄
中
に
異
常
な
形

質
細
胞
が
い
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。
骨
髄

中
に
異
常
な
形
質
細
胞
が
一
定
の
割
合
以

上
認
め
ら
れ
、
そ
れ
に
前
述
し
た
よ
う
な

症
状
を
伴
う
場
合
、
多
発
性
骨
髄
腫
と
し

て
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

多
発
性
骨
髄
腫
の
治
療
は
、
免
疫
調
整

薬
、
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
阻
害
薬
、
モ
ノ
ク

ロ
ー
ナ
ル
抗
体
薬
、
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
多
剤
併
用
療
法
を
行
い

ま
す
（
図
2
）。

　

骨
病
変
に
よ
る
痛
み
な
ど
の
症
状
を
和

ら
げ
る
た
め
に
、
一
時
的
に
放
射
線
治
療

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
〜
70
歳
未
満
で
多
発
性
骨
髄
腫
以

外
に
大
き
な
病
気
や
臓
器
の
問
題
が
な
い

方
に
は
、
多
剤
併
用
療
法
に
よ
る
導
入
療

法
を
行
っ
た
後
に
、
自
家
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
を
行
い
ま
す
。
自
家
末
梢
血
幹
細
胞

移
植
後
に
は
、
地
固
め
療
法
や
維
持
療
法

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
発
し
た
場
合
に
は
、
多
剤
併

用
療
法
の
ほ
か
、
Ｃ
Ａ
Ｒ-

Ｔ
（
カ
ー
テ

ィ
ー
）細
胞
療
法
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
自
身
の
Ｔ
細
胞
を
利

自家移植の
適応となる場合

多剤併用導入療法

地固め療法や維持療法

自家末梢血幹細胞
移植併用
大量化学療法

自家末梢血幹
細胞採取

自家移植の
適応とならない場合

原則的には病気の増悪
や強い副作用が出るま
で継続するが、効果や
副作用をみながら継続
期間を決める。
維持療法へ移行するこ
ともある。

多剤併用導入療法

骨髄

異常な
形質細胞

M蛋白

用
し
て
、
が
ん
細
胞
を
攻
撃
で
き
る
よ
う

に
加
工
し
て
患
者
さ
ん
の
体
内
に
戻
す
新

し
い
治
療
法
で
す
が
、
細
胞
の
採
取
か
ら

実
際
の
治
療
ま
で
に
一
定
の
時
間
を
要
す

る
こ
と
や
特
殊
な
副
作
用
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
適
応
は
個
々
の
病
状
や
治
療
経
過
な

ど
を
踏
ま
え
て
患
者
さ
ん
ご
と
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
発
性
骨
髄
腫
と
は

ど
ん
な
病
気
？

1

図1 多発性骨髄腫の仕組み
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多
発
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の

治
療
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図2 多発性骨髄腫の治療の流れ

多
発
性
骨
髄
腫
の

基
礎
知
識

部
が 位
ん 別
研
究
室

血
液
の
が
ん
シ
リ
ー
ズ
の
最
終
回
は
、
多
発
性
骨
髄
腫
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

が
ん
研
究
会
有
明
病
院
の
先
生
方
に
リ
レ
ー
形
式
で
ご
執
筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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